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開催まで

18日
だつん !
（7月10日現在）

市 競技会場名
7月 8月

27 28 29 30 31 1 2
土 日 月 火 水 木 金

薩摩川内市 薩摩川内市総合運動公園
総合体育館(サンアリーナせんだい) ● ● ● ● ● ▲

鹿児島市
鹿児島アリーナ ◎

吉田文化体育センター ● ●

いちき串木野市 いちき串木野市総合体育館 ● ● ●

感
動
は
無
限
大 

南
部
九
州
総
体
２
０
１
９

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
「
感
動
は
無
限
大　

南
部
九
州
総
体

２
０
１
９
」と
は
、
７
月
27
日（
土
）か
ら

鹿
児
島
、
熊
本
、
宮
崎
、
沖
縄
、
和
歌
山

の
５
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る「
令
和
元

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
通

称
：
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）」の
こ
と
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
高
校
生
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
と
し
て
、
全
国
最
大
規
模
の
大

会
で
あ
り
、
毎
年
夏
季
大
会
、
冬
季
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
鹿
児
島
県
で
開
催
さ

れ
る
の
は
、
昭
和
57
年
の「
鹿
児
島
総
体
」

以
来
、
実
に
37
年
ぶ
り
で
、
今
回
、
県
内

で
は
６
競
技
７
種
目
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

で
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ

れ
ま
す
。
全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
高

校
が
集
い
、
６
日
間
に
及
ぶ
高
校
№
１
を

決
め
る
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
本
大
会
出
場
を
か

け
た
県
予
選
が
５
月
25
日（
土
）～
28
日

（
火
）に
開
催
さ
れ
、
男
子
72
チ
ー
ム
、
女

子
56
チ
ー
ム
が
出
場
。

　
激
闘
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
男
子
は
川

内
と
れ
い
め
い
が
、
女
子
は
れ
い
め
い
が

見
事
に
決
勝
リ
ー
グ
へ
駒
を
進
め
ま
し

た
。

　
男
子
決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
最
終
的
に
２

勝
同
士
で
並
ん
だ
川
内
と
鹿
児
島
工
業
が

１
位
突
破
を
か
け
て
最
終
戦
で
激
突
。
結

果
、
川
内
が
鹿
児
島
工
業
を
下
し
、
３
年

連
続
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
女
子
決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
れ
い
め
い

が
鹿
児
島
女
子
と
の
最
終
戦
を
制
し
、
悲

願
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

7
月
27
日

つ
い
に
開
幕
！

令和最初のインターハイ王者が決定する
大会をぜひ、会場でご覧ください !!

＊総合開会式の一般観覧はできません。
＊競技会場への入場は無料です。
　（当日の状況によっては、入場規制などがかかる場合があります。）

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
活
躍
す
る
高
校
生

は
、
実
は
出
場
選
手
だ
け
で
は
な
い
の
で

す
！

　
例
年
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
開
催
す
る
県

内
の
地
元
高
校
生
が
中
心
と
な
り
、「
高

校
生
活
動
」と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
企

画
・
準
備
・
運
営
に
自
ら
の
創
意
工
夫
を

持
っ
て
多
様
な
活
動
を
行
う
と
い
う
も
の

で
、
本
市
で
も
川
内
商
工
高
校
生
が
開
幕

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
改
修
お
よ
び

設
置
、
川
内
高
校
生
が
駅
構
内
の
清
掃
や

Ｆ
Ｍ
さ
つ
ま
せ
ん
だ
い
で
の
大
会
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
、
れ
い
め
い
高
校
生
、
川
薩
清
修
館

高
校
生
が
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
や
、
自

主
制
作
の
大
会
チ
ラ
シ
で
大
会
の
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
高
校
生
た
ち
の
熱
い

想
い
が
、
本
大
会
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

大
会
を
盛
り
上
げ
る
の
は

選
手
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

薩
摩
川
内
の
名
を

全
国
の
舞
台
で
！

地元でのインターハイ出場へ向けて！

＊下記期間中の施設のご利用はできません。

＊�期間中、施設周辺は大変込み合うことが予想されますので、公
共交通機関をご利用ください。

【シャトルバス（有料）のご案内】（運賃片道150円）
・�開催期間中（7/28 ～ 8/2）は、川内駅～サンアリーナせ
んだい間をシャトルバスが往復します。（運行時間 :8:15
～ 17:45）
・�川内駅から 1時間に 2便運行（15分発、45分発）します。
・�時刻表や乗り場などの詳細は市実行委員会ホームページ
をご覧ください。
　＊期間中は、くるくるバスも通常通り運行されます。

【問合先】
令和元年度全国高等学校総合体育大会�
市実行委員会事務局（国体推進課内）
0996（23）5111（内線：5424）���������
kokutai-kikaku@city.satsumasendai.lg.jp

会場 一般利用制限期間

市
総
合
運
動
公
園

サンアリーナせんだい 7月24日（水）～8月2日（金）
野球場・テニスコート
陸上競技場・サンドーム 7月28日（日）～8月2日（金）

武道場・弓道場
トレーニング室 7月26日（金）～8月2日（金）

多目的運動広場 7月27日（土）～8月2日（金）
樋脇総合運動場体育館 7月24日（水）～7月28日（日）

◎総合開会式　●バスケットボール競技　▲競技後閉会式

〜

〜

＜お知らせ＞各施設一般利用制限について

守
備
強
化
し
３
連
覇

川
内
高
校
男
子

目
標
は
地
元
で
の
全
国
制
覇
！

（
主
将
：
川か

わ

畑ば
た

颯そ
う

太た

郎ろ
う

選
手
）

　
県
予
選
で
は
、
一
戦
一
戦
チ
ー
ム
と
し

て
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
大
会
に
向
け
、
田
中
監
督
の
ご
指

導
の
下
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
地
元

で
の
全
国
制
覇
を
目
指
し
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
チ
ー
ム
力
ア
ッ
プ
を
！

（
田た

中な
か

俊し
ゅ
ん

一い
ち

監
督
）

　
地
元
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

の
出
場
権
を
獲
得
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
、
主
将
の
川

畑
、
得
点
源
の
野
口
を
中
心
に
、
攻
守
共

に
安
定
感
が
あ
り
ま
す
。
地
方
の
県
立
高

校
で
も
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

示
せ
る
よ
う
に
、
本
大
会
ま
で
に
さ
ら
な

る
チ
ー
ム
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
選
手
と
共
に
頑
張
り
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

悲
願
の
初
Ｖ

れ
い
め
い
高
校
女
子

全
国
の
舞
台
に〝
れ
い
め
い
〟の
名
を
！

 （
主
将
：
徳と

く

田だ

梨り

愛あ
い

選
手
）

　
苦
し
い
展
開
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
選

手
や
応
援
席
が
一
つ
と
な
っ
て
、
誰
一
人

諦
め
る
こ
と
な
く
戦
え
た
こ
と
が
勝
因
だ

と
思
い
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
初
の
全
国

の
舞
台
で
す
が
、〝
れ
い
め
い
〟の
名
を
全

国
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
元
開
催
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

一
戦
一
戦
粘
り
強
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
、
ま

ず
は
ベ
ス
ト
16
進
出
を
目
指
し
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
一
年
目
で
悲
願
の
初
優
勝
！

（
松ま

つ

永な
が

真ま

至し

人と

監
督
）

　
苦
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
応
援

席
か
ら
の
熱
い
応
援
を
受
け
、
選
手
一
人

一
人
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
い
抜
い
て
く

れ
た
こ
と
が
、
今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
で
、
地
元

開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き
る
こ

と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
選
手
と

共
に
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「地に足つけて」
全国の頂へ!

「挑戦者」として
初の全国へ!

■
そ
の
他
競
技
の
出
場
校

⃝
�

れ
い
め
い
＝
体
操
・
新
体
操
・

卓
球
・
柔
道

⃝

川
内
＝
陸
上
・
卓
球

⃝

川
内
商
工
＝
ボ
ー
ト

⃝
�

川
薩
清
修
館
＝
ホ
ッ
ケ
ー
・
陸

上
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

◀�かごしま国
体市実行委
員会ホーム
ページ 開催に向けてカウントダ

ウンボードを

設置している様子

気持ちよく市を訪れていただくために
川内駅を清掃している様子
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

　

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確

に
し
、
将
来
に
わ
た
り
、
高
齢
者
に
安
定
し

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

▼
75
歳
以
上
の
方　

▼�

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、
一
定
の
障

害
が
あ
り
、
加
入
を
希
望
す
る
方

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

本
年
８
月
か
ら
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

　

入
院
・
外
来
の
際
の
保
険
適
用
分
の
医
療

費
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
区
分
に
よ
る
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
所
得
区
分
に
よ
る
申
請
基
準
が

あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の�

表
１�

を
参
照
く

だ
さ
い
。

＊��

現
在
、
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
下
記
の
①
ま
た
は
②
の
事
前
申
請

が
必
要
で
す
。
既
に
申
請
済
み
で
、
引
き

続
き
対
象
の
方
に
は
、
各
認
定
証
を
保
険

証
に
同
封
し
て
送
付
し
ま
す
。

①
限
度
額
適
用
認
定
証(

現
役
並
み
所
得
者)

②�

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
）

【
事
前
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
保
険
証

・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

保
険
料
に
つ
い
て

　

納
付
方
法
は
大
き
く
分
け
て
下
記
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

■ 

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

年
金
か
ら
自
動
的
に
天
引
き
す
る
納
付
方

法
を
特
別
徴
収
と
い
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
の
方
は
、
原
則
と
し
て
年
金

天
引
き
で
納
め
ま
す
。

＊�

こ
の
方
法
で
支
払
う
場
合
は
、
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
年
金
天

引
き
が
始
ま
る
ま
で
の
一
定
期
間
は
、
納

付
書
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
期
間
が
発

生
し
ま
す
。
な
お
、
年
金
天
引
き
の
開
始

時
期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■ 

普
通
徴
収（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

　

市
役
所
か
ら
自
宅
に
送
付
さ
れ
た
納
付
書

や
金
融
機
関
へ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
口
座
振

替
で
支
払
う
納
付
方
法
を
普
通
徴
収
と
い
い

ま
す
。

＊�

年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た

方
な
ど
が
対
象
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
の
皆
さ
ま
へ

７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

後期高齢者医療保険料の
均等割額９割軽減の皆さまへ

　後期高齢者医療保険料の均等割額について、これまで９割軽減となっていた方は、今年度から８割
軽減に変わります。また、介護保険料については、今年度から所得の低い高齢者への保険料の負担軽
減が強化されます。所得の低い年金受給者の方へは10月から、年金生活者支援給付金（基準月額最高
5,000円）の制度が始まります。詳しくは問い合わせください。

　今年度から、後期高齢者医療保険に加入されている方を対象に、皆さまの健康と生活水準の維持を
図るとともに、医療費適正化を推進するため、自宅訪問による保健指導を実施します。対象者の方に
は事前にお知らせしますので、ご協力ください。

適正な医療機関の受診は、あなたの健康の保持・増進、そして医療費の増加を防ぐために必要です。

●介護保険料の軽減は、課税者が同居している場合は対象外となります。
●老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含む）を受け取るためには、以下の支給要件を全て満たす
　必要があります。
　・65歳以上で老齢基礎年金を受給中であること
　・世帯全員が住民税非課税であること
　・前年の年金収入額とその他の所得額の合計が879,300円以下であること
●医療保険料を年金天引きで納めている場合、天引き額への影響は、本年10月からの予定です。

(例）年金収入80万円以下の方

決
定
通
知
書
が
届
い
た
ら
、　

ま
ず
確
認
！

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

｢

今
ま
で
ど
お
り
年
金
天
引
き
さ
れ

る
だ
ろ
う｣

｢

口
座
振
替
さ
れ
る
だ

ろ
う｣

と
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

所
得
の
変
更
や
世
帯
構
成
の
変
更

な
ど
に
よ
り
、
納
付
方
法
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

決
定
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
納
付

書
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
必
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

決定通知書は、このような
黄色の封筒で届きます。

　　〒895-8650

　　薩摩川内市神田町３番22号

　　薩摩川内 太郎 様

期　別 納 期 限

第 1 期

令和

元年

7/31（水）

第 2 期 9/ ２（月）

第 3 期 10/31（木）

第 4 期 12/ ２（月）

第 5 期 令和

２年

1/31（金）

第 6 期 3/ ２（月）

普通徴収の納期

所得区分 基　準 限度額証などの
発行・申請の要

現役並み所得者Ⅲ 課税所得 690 万円以上 ×

現役並み所得者Ⅱ 課税所得 380 万円以上
○

現役並み所得者Ⅰ 課税所得 145 万円以上

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、
低所得者Ⅰ以外の方 ×

低所得者Ⅱ 世帯全員が住民税非課税

○
低所得者Ⅰ

世帯全員が住民税非課税で世帯
の所得が一定の基準以下の方
と、老齢福祉年金受給者

（表１）高額療養費に該当する場合の申請基準

保険料の納付額（１割）
（月平均 約420円納付）

保険料の納付額（２割）
（月平均 約840円納付）

平成30年度 令和元年度

９割軽減 ８割軽減

適正な医療機関受診のために

問合先
本庁保険年金課（内線 2831・2832）
本庁高齢・介護福祉課（内線 2820・2821）
年金ダイヤル（0570 － 05 － 1165）

▶後期高齢者医療制度について
▶介護保険について
▶年金生活者支援給付金について

①重複・頻回受診者
訪問事業

②未受診高齢者
健康づくり訪問事業

③要医療者等
訪問事業

　過去４カ月間の診療により、同一疾
病で４つ以上の医療機関を受診してい
る方や、毎月15日以上医療機関を受
診している方を対象に、訪問して現在
の生活の状況などをお聞かせいただき
ます。健康の保持、増進や疾病の早期
回復、適正な服薬状況のためのお薬手
帳の活用などについて詳しく説明させ
ていただきます。　

　過去１年以内に、医療機関、長
寿健診のどちらも
受診していない方
を対象に訪問し、
後期高齢者医療保
険事業の説明や健
康状態の確認をさ
せていただきます。

　長寿健診などの結果によ
り、医療を受けることが必
要だと判断された方を対象
に訪問し、生活習慣病の早
期治療につなげ、重症化を
予防するとともに、健康づ
くりなどについてのお話を
させていただきます。
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〇
介
護
保
険
制
度
と
は
？

　

40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
、
加
入
者（
被
保

険
者
）と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
費
用
の
一
部
を

支
払
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
も
の
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
こ
う
と
い

う
仕
組
み
が
介
護
保
険
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
方

▼
第
１
号
被
保
険
者
＝
65
歳
以
上
の
方

▼�

第
２
号
被
保
険
者
＝
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
方

　

〇
介
護
給
付
費
と
介
護
保
険
料

　

要
介
護
、
要
支
援
な
ど
の
認
定
を
受
け
た

方
が
利
用
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

を
介
護
給
付
費
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
介
護
給
付
費
の
見
込
み
と
本
市
65
歳

以
上
の
人
口
な
ど
か
ら
介
護
保
険
料
は
決
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
ま
す
。

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
は
、
ま
ず
初
め
に
市
に
申
請
を
し
て
、
要

介
護
や
要
支
援
な
ど
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
申
請
の
方
法
や
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
　
　
　
　
　
　

　
利
用
者
負
担

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
被
保

険
者
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
費
用
の
一
部

を
自
己
負
担
額
と
し
て
利
用
し
た
事
業
所
へ

支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
の
合
計
額（
同
じ
世
帯
内

に
複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合
は
世
帯
合
計

額
）が
一
定
額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
超
え
た
分
が「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
」と
し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
高
額
医
療
・
　
　
　
　
　
　
　
　

　
高
額
介
護
合
算
制
度

　

介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
両
方
の
利
用
者

負
担
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
は
合
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の

限
度
額
を
適
用
後
、
年
間（
８
月
～
翌
年
７
月
）

の
利
用
者
負
担
額
を
合
算
し
て
所
得
区
分
に
応

じ
た
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

超
え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
を
知
ろ
う
！

【
問
合
先
】＝
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
介
護
指
導
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
６
２
１
・
２
６
２
２
）

▲�介護保険被保険者証は、65歳に到達する月（※）に交付されます。
※40歳以上65歳未満の方は、要介護認定を受けた場合など。

　�　�さらに、要支援、要介護と認定された方などに対して、介護保
険負担割合証が、毎年７月中に交付されます。�所得に応じて、
「１割」、「２割」、「３割」の負担割合が記載されています。

　
　・訪問介護
　・通所介護
　・訪問看護
　・短期入所サービス　など

　・福祉用具貸与
　・福祉用具購入
　・住宅改修

　
　・介護老人福祉施設などの利用

　・小規模多機能型居宅介護
　・認知症対応型通所介護　　　
　・認知症対応型共同
　　生活介護（グループホーム）
　　など

在宅サービス 施設サービス

生活する環境を整えるサービス

地域密着型サービス

介護給付費
（100％）

介護保険料
（50％）

公費
（50％）

介護保険被保険者証の見本

立
地
適
正
化
計
画
と
は

　

近
年
、
全
国
的
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
整
え
、
適
切
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る「
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
都
市
計
画
や
地
理
的
視
点
を
踏

ま
え
、
住
宅
な
ど
の
居
住
機
能
や
医
療
・
福

祉
・
商
業
・
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
都
市
機

能
を
適
切
に
誘
導
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

　

本
市
で
は
、
２
０
２
０
年
と
比
較
し
て
２

０
４
０
年
に
は
、
人
口
が
約
２
割
減
少
し
、

65
歳
以
上
の
割
合（
高
齢
化
率
）は
約
４
割
に

な
る
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
、

生
活
利
便
性
の
確
保
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
が
困
難
に
な
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼�

利
用
者
減
少
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
減

便
や
廃
止
、
病
院
の
閉
院
、
店
舗
な
ど
の

閉
店

▼�

税
収
減
に
よ
る
財
源
不
足
か
ら
老
朽
化
が

進
む
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理

の
継
続
困
難

▼�

空
き
家
や
空
き
地
の
増
加
に
よ
る
治
安
や

景
観
の
悪
化　

な
ど

持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
立
地
適
正
化
計
画

で
は
、
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
次
の
こ

と
に
つ
い
て
検
討
し
、
人
口
減
少
・
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
の
関
連
施
策
と
連
携
し
な

が
ら
拠
点
性
を
高
め
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。（
図
１
参
照
）

▼�

生
活
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続

的
に
確
保
さ
れ
る
た
め
に
居
住
を
誘
導
す

べ
き
区
域

▼�

医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど
の
都
市
機
能
を

誘
導
・
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、各
種
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
を
図
る
区
域

＊�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

今
後
の
予
定

　

今
後
は
、
住
民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
将
来
に
わ
た
る
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
、
ス
マ
ー
ト
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

（表１）本市の人口・高齢化率の推移

＊�国勢調査および国立社会保障・人口問題
研究所推計

▲市ホームページ

【
問
合
先
】＝

�

本
庁
都
市
計
画
課

�

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

（
内
線
３
４
２
１
）

薩
摩
川
内
市
立
地
適
正
化
計
画

2010年 2020年 2030年 2040年

総人口
（人） 99,589 92,135 83,438 74,479

高齢化率
（%） 27.12 32.52 35.98 37.94

（図１）　立地適正化計画で目指すまちづくりのイメージ
中心市街地以外にも身近な
拠点があり、必要な施設や
コミュニティが維持される！

拠点同士は公共交通機関で
移動できる！

商圏人口が確保され、
事業を継続できる！

近くに病院やお店など施設が
まとまっていて便利！

既に都市機能が充足した
拠点において効率的に行政
サービスを提供できる！
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◀︎市ホームページ
　採用情報

一次試験日

9/22
（日）

職　種 区　分 年齢要件 主な受験資格 人　員

一 般 事 務

上級職 27歳以下  ・大学卒業者または卒業見込みの者（以下、上級職同様） 若干名
初級職 21歳以下  ・高校卒業または卒業見込みの者（以下、初級職同様） 若干名
上級職

スポーツ枠 29歳以下  ・ 高校以降のスポーツ競技において顕著な成績を収め、現在も同競技を継続して
いる者 若干名

建 築 技 師 上級職 27歳以下  ・ 一級建築士の資格を有する者または卒業見込みの者で、職種に必要な学科を専
攻し、採用後一級建築士の受験資格取得後 3 年以内に同資格を取得できる者 若干名初級職 21歳以下

土 木 技 師 上級職 27歳以下  ・職種に必要な学科を専攻した者 若干名初級職 21歳以下
電 気 技 師 初級職 30歳以下  ・第一種または第二種電気工事士の資格を有する者 若干名
農 業 技 師

（ 果 樹 ） 初級職 30歳以下  ・職種に必要な学科を専攻した者 若干名

畜 産 技 師 初級職 30歳以下  ・職種に必要な学科を専攻した者 若干名

林 業 技 師 上級職 30歳以下  ・職種に必要な学科を専攻した者 若干名初級職 21歳以下

学 芸 員 上級職 35歳以下
 ・地質学を専攻し学芸員資格を有する者
 ・博物館などにおける職務経験が直近４年中３年以上ある者
 ・甑島地域において勤務できる者

若干名

保 健 師 上級職 30歳以下  ・採用時、保健師の資格を有する者 若干名

消 防 職 初級職 23歳以下

 ・ 視力は左右とも 1.0 以上 ( 矯正視力可 )であり、赤色、青色および黄色の色彩が
識別できること

 ・矯正視力の場合は左右ともに裸眼視力 0.1 以上であること
 ・聴力が正常であること
 ・心身共に健康で四肢完全であること

若干名

一般事務
上 級 職
UIJターン枠 35歳以下

 ・鹿児島県外に居住している者（令和元年７月１日現在）
 ・ 鹿児島県外に本社・本庁など所在地を置く民間企業または公的機関における職

務経験が直近６年中５年以上ある者
＊建築技師は、採用時において一級建築士の資格を有する者
＊土木技師は、採用時において一級土木施工管理技士の資格を有する者

若干名

建築技師 若干名

土木技師 若干名

＊年齢要件は、平成31年４月１日時点の年齢　　＊大学は、短期大学を除く　
＊職務経験は、平成31年３月31日時点　　　　  ＊詳しくは、市ホームページをご覧ください　

【　　持参・送付　　】 令和元年７月 17 日（水）～８月 15 日（木）
【インターネット申込】 令和元年７月 17 日（水）～８月 13 日（火）
【　　問　合　先　　】＝本庁総務課　人事グループ（内線 4522）

採用予定日：令和２年４月１日

受付期間

ここには切り開く未来がある
Let’s try it !

令和元年度　薩摩川内市職員募集

　
　
市
民
活
動
支
援
補
助
金 

　
　
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）と
は

　
こ
れ
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
、
ま
た
は
活

動
期
間
が
お
お
む
ね
３
年
未
満
の
団
体
な
ど

が
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
自
ら
企
画
・

立
案
・
実
施
す
る
市
民
活
動
に
該
当
す
る
事

業
で
、
そ
の
内
容
・
時
期
・
経
費
な
ど
が
当

該
団
体
な
ど
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適

当
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
た
公
益
的
な
事
業

に
対
し
て
、
事
業
の
初
期
段
階
の
活
動
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
　
応
募
で
き
る
団
体

　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
団
体

▼�

構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過
半
数
が

本
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

▼�

活
動
拠
点
が
市
内
で
、
か
つ
市
内
に
お
い

て
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

▼�

薩
摩
川
内
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加

入
し
て
い
る
、
ま
た
は
当
該
年
度
の
補
助

金
交
付
決
定
時
ま
で
に
薩
摩
川
内
市
民
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
し
、
公
益
の
増

進
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
任
意
団
体
ま

た
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ど

　
＊�

薩
摩
川
内
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
市
民
活
動
団
体
の
交
流
・
情
報
交

換
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

＊ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▼�

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
自
治
会
、

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
団
体

▼�

宗
教
活
動
な
ど
を
目
的
と
す
る
団
体

▼�

政
治
活
動
な
ど
を
目
的
と
す
る
団
体

▼�

暴
力
団
員
が
構
成
員
に
含
ま
れ
る
団
体
ま

た
は
そ
の
暴
力
団
員
の
統
制
下
に
あ
る
団

体
▼��

性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
を
営
む
者
が
構
成

員
に
含
ま
れ
る
団
体

　
　
対
象
と
な
る
経
費

　
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と

な
る
経
費
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
団
体
の
経
常
的
な
管
理
運
営
経
費
は
除

き
ま
す
。

　
　
補
助
金
の
額

　
　
応
募
方
法
な
ど

　

次
の
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
送
付
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊�

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
提

出
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

【
関
係
書
類
】＝

▼�

市
民
活
動
支
援
補
助
金
申
込
書

▼�

事
業
計
画
書
・
事
業
収
支
計
画
書

▼�

団
体
に
関
す
る
調
書

▼�

団
体
構
成
員
名
簿

▼�

他
の
制
度
に
よ
る
補
助
・
助
成
ま
た
は
委

託
事
業
の
申
請
状
況

＊�

関
係
書
類
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
本

庁
地
域
政
策
課
、
各
支
所
お
よ
び
各
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

【
応
募
締
切
】＝
８
月
30
日（
金
）必
着

＊�

市
民
活
動
団
体
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
新
た
に
実
施
ま
た

は
拡
大
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
う

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」も
あ
り
ま

す
。
本
年
12
月
に
募
集
す
る
予
定
で
す
。

補 助 回 数 補 助 率 補 助 上 限

１回目 80％
いずれも
20万円

（千円未満
切り捨て）

２回目 70％

３回目 50％

対象となる経費に、補助回数に応じた
補助率（下表）を乗じて得た額とします。

二
次
審
査

（
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

一
次
審
査（
書
類
審
査
）

補
助
事
業
決
定

審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
予
定
）

９
月
中
旬

９
月
下
旬

10
月
上
旬

【応募・問合先】＝本庁地域政策課　コミュニティ・生涯学習グループ　� （23）5111�（内線 4613）

市民活動の
立ち上げを応援します！

令和元年度 薩摩川内市市民活動支援補助金（スタートアップコース）募集
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みんなのみんなのみんなの

　毎年のように全国各地で被害を及ぼす 『水害』。 昨年の７月は西日本豪雨、おととしは九州北部豪雨が発生し、
甚大な被害をもたらしました。
　水害は、規模の大きさを予測することが難しく、いつどこで発生するか分かりません。
　自分自身の安全を守るために、普段から災害時にとるべき行動を確認し、災害を身近な危険として認識しておく
ことが重要です。
　自然災害に対しては、自らの判断で状況に応じた安全な場所への避難行動をとることが原則です。もしものとき
に迷わず行動できるようにチェックしてみましょう。

令和元年度危険物安全週間推進標語「無事故への　構え一分の　隙も無く」 令和元年度全国統一防火標語「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

薩摩川内市消防局 検��索【編集】＝薩摩川内市消防局予防課　http://www.satsumasendai-fd.jp

災害前の準備・確認

もしもに備えてみんな
で確認

まず！情報収集

避難に適した服装

避難に危険を感じたら
状況を確認し早めの避難

避難経路に潜む危険

□防災マップで家や仕事先など
　の周囲の危険性を知る。
□浸水する場所や急な崖など無
　い、安全な避難ルートで行け
　る避難場所を確認。
□非常持出品の確認。
□外出していたときの連絡方法、
　最終的な避難場所を決めてお
　く。

□気象、災害、避難情報をテ
　レビ、ラジオ、インターネ
　ットなどで集める。

□浅くても危険
　な場合がある
　ため浸水箇所
　を通らないと
　いけないとき
　は、棒状のも
　ので路面の状
　況、水深を確
　認。
□急な斜面などを避けて避難する。

□服装は動きやすい長袖・長
　ズボン、長靴は中に水が入
　ると動きにくくなるので、　
　脱げにくい履き慣れた靴で。
□持ち物はリュックにまとめ
　両手の自由を確保。

□�無理をせず、近
くの高い場所や
丈夫な建物に避
難する。

□浸水の程度により、避難ができない場合が
　あるため、避難は浸水する前に行う。
□暗くなると周囲の状況が見えづらくなるた
　め、明るいうちに早めの避難を。

□「想定にとらわれるな」
□「最善を尽くせ」
□「率先避難者たれ」

相手は自然。常に想定外を認識しましょう。
「これで大丈夫」でなく、�そのときの最善を尽くしましょう。
自分が率先して避難することで他の人も避難を意識します。

避難の
３原則

夏を楽しむ 注意点! !
楽しいイベントの裏にはさまざまな危険が潜んでいます。

危険を事前に知り、事故を未然に防ぎましょう !!

●�使用方法を間違うと、
　�けがや事故のもとに
　�なります。
●�火災になる恐れもあります。

●�急性アレルギー反応の一つです。
●�虫やクラゲに刺されることでも起こります。
●�生命が危険な状態になることもあります。
　　　　　　　　・海水浴���・キャンプ���・虫取り���・登山
　　　　　　　　・長袖シャツ、長ズボンを着用する
　　　　　　　　・虫などを不用意に触らない

アナフィラキシー

水の事故

　　　　　　　　・花火���・キャンプ
　　　　　　　　・燃えやすい物の近くで遊ばない
　　　　　　　　・風の強いときは遊ばない
　　　　　　　　・大人と一緒に遊ぶ
　　　　　　　　・水バケツを用意する

　　　　　　　　・海水浴���・キャンプ���・魚釣り
　　　　　　　　・大人と一緒に行動する
　　　　　　　　・流れの速い場所や
　　　　　　　　 深い場所に近づか
　　　　　　　　 ない

次の症状は、医療機関の
受診が必要な場合があります。

・発疹など、皮膚や粘膜に異常がみられる
・呼吸が苦しい、息をしづらい
・ふらふらする、意識が

はっきりしない

　平成３０年１１月１２日に伊
い と う じ さ く

藤二作氏・スミ子氏
から、高規格救急自動車と救急資機材の購入費用を
ご寄附いただき、令和元年５月２３日に東部消防署

（入来町）に配備し、運用を開始しました。
　伊藤スミ子氏が樋脇町市比野の出身であり、目に
見える社会貢献として故郷に送りたいとの思いから
ご寄附いただいたもので、管轄署である東部消防署
に配備したものです。
　市民の安全安心を守るため、大切に活用してまい
ります。

東部消防署に
高規格救急車と救急資機材を配備!! サマースクール

〜参加者募集のお知らせ〜

第3回

今年も『サマースクール』開催します！
消防署で楽しく学びませんか？

皆さんの参加、お待ちしています！！

【開催日時】
　８月３日（土）９：００〜１２：００
【開催場所】
　薩摩川内市消防局
　中央消防署・防災研修センター
【イベント内容】
　・消防士の仕事紹介　・はしご車搭乗体験
　・燃焼実験　・防災研修センター研修
【参加対象】
　・市内在住の小学５年生・６年生
【問合せ】中央消防署（TEL22-0143）

花火 主なイベント

主なイベント
予防策

主なイベント
予防策

予防策

避難直前の行動 避難時の行動

避難に備えるチェックポイント!避難に備えるチェックポイント!
●�海や川で、流されないように注意しましょう。
●�家庭用のプールや浴槽も、注意が必要です。

自然災害から

 身を守ろう!【水害編】
自然災害から

 身を守ろう!【水害編】

●防災マップは各世帯に配布されていますが、市防災のホームページからもご覧になれます。

URL:https://www.satsumasendai-bousai.jp/index.php/bousaimap/
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今
回
は
、株
式
会
社
鹿
越
を「
深

ボ
リ
！
」対
応
し
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
代
表
取
締
役
の
上か

み

江え

川が
わ

知と
も

美み

さ
ん
と
専
務
取
締
役
の
波は

る留
直な

お

幸ゆ
き

さ
ん
で
す
！

―
専
務
、
サ
ン
グ
ラ
ス
姿
が
少
し

怖
そ
う
な
感
じ
が
・
・
い
え
、
す

み
ま
せ
ん
、
紳
士
的
で
す
ね
。

上
）（
笑
）。
専
務
は
と
て
も
や
さ

し
く
て
、
子
ど
も
好
き
な
ん
で
す

よ
。

波
）子
ど
も
は「
大
」好
き
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
言
え
ば
、
４
月
に

開
校
し
た
東
郷
学
園
義
務
教
育
学

校
の
前
期
課
程
棟
の
施
工
に
も
携

わ
り
ま
し
た
。

―
学
校
や
道
路
な
ど
形
に
残
る
建

設
業
の
仕
事
は
、
や
り
が
い
の
あ

る
す
て
き
な
仕
事
で
す
よ
ね
。

上
）ま
っ
さ
ら
な
ス
ペ
ー
ス
に
新

た
な「
モ
ノ
」が
で
き
て
い
く
の
を

目
の
当
た
り
に
で
き
る
の
は
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
よ
。

波
）東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校
は
、

子
ど
も
た
ち
が
親
し
み
や
す
く
、

使
い
や
す
い
学
校
に
な
る
よ
う
に

考
え
な
が
ら
３
社
の
Ｊ
Ｖ（
共

同
企
業
体
）で
施
工
し
ま
し
た
。

完
成
直
後
は
、
感
慨
深
く
校
舎
を

遠
く
か
ら
眺
め
て
い
ま
し
た
。

―
Ｊ
Ｖ（
共
同
企
業
体
）で
他
の
会

社
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
の
は
ど

う
で
す
か
？

波
）新
鮮
で
す
ね
。
他
の
会
社
の

技
術
者
と
意
見
交
換
す
る
の
は
考

え
方
の
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
土
木
や
建
築
な
ど

の
建
設
業
の
世
界
は
代
表
者
を
含

め
女
性
が
少
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
・
・
・。

上
）私
が
社
長
に
な
っ
た
当
初
は

知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
戸
惑
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
員
を
は
じ

め
周
り
の
優
し
い
方
々
の
サ
ポ
ー

ト
で
今
日
に
至
っ
て
ま
す
。

波
）最
近
は
、
働
き
方
改
革
も
あ

り
、
以
前
と
す
る
と
雰
囲
気
も
柔

ら
か
く
な
り
ま
し
た
。
休
み
も
取

得
し
や
す
く
、
子
育
て
中
の
女
性

や
男
性
も
、
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
り
や
す
い
職
場
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。

上
）必
要
な
資
格
は
働
き
な
が
ら

で
も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
技

術
面
で
も
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま

す
の
で
未
経
験
者
で
も
大
丈
夫
で

す
。

―
建
設
業
と
い
え
ば
、
大
型
車
両

や
重
機
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ

ね
。

上
）小
さ
い
頃
か
ら
大
型
車
両
や

重
機
が
好
き
で
入
社
し
た
社
員
も

い
ま
す
ね
。
土
木
イ
ベ
ン
ト
で
乗

車
体
験
を
す
る
子
ど
も
た
ち
み
た

い
に
、
目
を
輝
か
せ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。（
笑
）

―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

波
）お
客
様
か
ら
の
提
案
と
要
求

を
受
け
、
形
に
す
る
の
が
私
た
ち

の
仕
事
な
の
で
、日
々
勉
強
で
す
。

今
後
は
、
一
般
住
宅
の
建
築
も
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
！

上
）建
設
業
に
カ
ッ
コ
い
い
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
そ
し
て
、
若
い
人
や
女
性
が

さ
ら
に
働
き
や
す
い
職
場
と
な
る

よ
う
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
！

株
式
会
社
鹿
越

所
在
地
＝
小
倉
町
４
２
０
番
地

１（
22
）２
１
９
７

深ボリ！企業のチカラ

第
13
回

株
式
会
社
鹿か

越え
つ

▲完成した東郷学園義務教育学校
前期課程棟

▲「生成発展」「一日一進」「創意工夫」を３訓に、人と自然が響き合う
環境を目指し、日々楽しく頑張ってまーす！

▲にこやかに語る、上江川代表取締役
（写真右）と波留専務取締役（同左）

▲大型車両のフロントフェイスは、
キリッとしてカッコイイです！

まちの話題

今
年
も
お
い
し
い
新
茶
が
で
き
ま
し
た

　

　６月６日（木）、薩摩川内市茶業振興会が市
長を表敬訪問し、新茶３㎏を贈呈されました。
　これは、本市産の一番茶の PRと地産地消
推進のために贈呈されたもので、会員28人
が丹精込めて作った一番茶を提供し合い、ブ
レンドされたものです。本市で生産したお茶
は、香り高く、こくと甘みがあるのが特徴です。

大
物
を
釣
り
上
げ
た
イ
カ
釣
り
大
会

国
体
に
向
け
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

今
年
の
豊
作
を
願
っ
て

新
田
神
社
御
田
植
祭

来
年
開
催
の
国
体
に
向
け
て

準
備
が
着
々
と
進
行
中

　６月２日（日）、上甑島で第 11回甑島イカ
釣り大会が開催され、島内外から約１６０
人が参加しました。
　この大会は、島内の各港で制限時間内に
釣り上げたアオリイカの重量を競うもので、
当日はあいにくの雨模様でしたが、１２５
匹ものイカが釣り上げられ、優勝者は３．
１２kgもの大物を釣り上げていました。

　６月８日（土）・９日（日）、総合運動公園
野球場で、第 41 回西日本軟式野球大会（２
部）が開催されました。
　この大会は、競技会運営能力の向上や国
体および競技に対する関心を高めるために
行われたもので、地元鹿児島のほか大阪や
広島など７県の代表チームが熱戦を繰り広
げました。

　６月９日（日）、新田神社の御
ご

新
しん

田
でん

で、御
田植祭が行われ、神前で清められた早苗が
早
さ

乙
おと

女
め

、早
さ

男
おとこ

たちの手で植えられました。
　また、県の無形民俗文化財に指定されて
いる「宮

みや

内
うち

奴
やっこ

振
ぶり

踊
おどり

｣「倉
くら

野
の

奴
やっこ

踊
おど

り」の奉納が行
われました。これは、苗に虫や病気が付か
ないように邪気を払う意味があり、踊り手
たちは、泥まみれになりながら迫力ある踊
りを披露しました。

　６月８日（土）、入来総合運動場体育館で、
ウエイトリフティング室の完成祝賀会が行
われました。この施設は、国体開催に向け
て新設されたもので、関係者１２５人によ
る安全祈願と国体出場予定の７選手による
競技披露も行われました。
　また、ウエイトリフティングを地元有志
らが盛り上げようと地域応援隊も結成され、
今後応援体制の強化や地域づくりに寄与さ
れます。

令和元年６月 11 日撮影

まち 話題の

市内各地から

色
鮮
や
か
な
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド

 (

田
海
町
西
川
内
集
落)

12広報薩摩川内　2019.7.1013 2019.7.10　広報さつませんだい


